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常陸太田市

鉾田市
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和尚山
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八溝山
1,022m

や   みぞさん

たかざさやま
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ちく せい  ちく せい  
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つち うら 

霞
ヶ
浦

か
す
み
が
う
ら

北
浦

き
た
う
ら

北
浦

き
た
う
ら

牛
久
沼

う
し  

く  

ぬ
ま

牛
久
沼

う
し  

く  

ぬ
ま

つく  ば  さん

み     と

おしょうさん

水戸市

常陸太田市

鉾田市

筑西市

土浦市

筑波山
877m

加波山
709m

ひ  たち おお  た 

大子町大子町
だい ご だい ご

笠間市笠間市
かさ  ま  かさ  ま 

ほこ  た  

つち うら 

鹿島灘
か  しま なだ

鹿島灘
か  しま なだ

み     と    

水戸市

（
西
浦
）

に
し
う
ら

（
西
浦
）

に
し
う
ら

涸
沼

ひ  

ぬ
ま

涸
沼

ひ  

ぬ
ま

常
陸
利
根
川

常
陸
利
根
川

ひ 

た 

ち  

と   

ね  

が
わ

ひ 

た 

ち  

と   

ね  

が
わ

霞
ヶ
浦

か
す
み
が
う
ら

　　は林業指導所の

所在地です

いばらきの森林いばらきの森林1 - 11 - 1
　県の総

そう

面
めん

積
せき

は、約 61 万 ha です。

　そのうち森林の面積は、約 18 万 9 千 ha

で全国 39 位、県の面積に占める森林の面

積（いわゆる林
りん

野
や

率
りつ

）は、31％で 45 位ですが、

戦後全国に先
さき

駆
が

けて植林を進めた結果、民
みん

有
ゆう

林
りん

（国が所有する森林以外の森林）では、

人工林（人が植えた森林）の割合が、54％

と全国平均 46％よりも高く、全国 17 位と

上位にあります。
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八
や

溝
みぞ

山
さん

周
しゅう

辺
へん

の森林（大
だい

子
ご

町）

　県北部の八
や

溝
みぞ

山
さん

系から多
た

賀
が

山
さん

系に

かけて森林地帯が広がり、スギ、ヒ

ノキを中心とした人工林が多く見ら

れ、木材を生産する林業がさかんな

地域となっています。

（筑
ちく

西
せい

市）

　県南西部の平地には、田畑の間にク

ヌギ・コナラなどの広
こう

葉
よう

樹
じゅ

を中心とし

た平地林が広がっています。

　生活環
かん

境
きょう

を守る役
やく

割
わり

を果たしていま

す。

（鉾
ほこ

田
た

市）

　海岸の松林は、海からの潮
しお

風や飛

んでくる砂
すな

を防
ふせ

ぎます。

　津
つ

波
なみ

のエネルギーを少なくする働
はたら

きもあります。

山
さ ん

岳
が く

林
り ん

海
か い

岸
が ん

林
り ん

平
へ い

地
ち

林
り ん
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森林のいろいろな森林のいろいろな働働
はたらはたら

きき1 - 21 - 2

土砂の流出を防ぐ
どしゃ ふせ

水を貯える
たくわ

山くずれを防ぐ
ふせ

風や砂を防ぐ
ふせ

二酸化炭素を吸収する

酸素をつくる・空気をきれいにする

にさんかたんそ

さんそ

すな

人に安らぎとうるおいをあたえる

木材を生産する

洪水を防ぐ
ふせこうずい きゅうしゅう

野生生物のすみかになる

豊かな海をつくる
津波を防ぐ

ふせつ なみ
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土砂の流出を防ぐ
どしゃ ふせ

水を貯える
たくわ

山くずれを防ぐ
ふせ

風や砂を防ぐ
ふせ

二酸化炭素を吸収する

酸素をつくる・空気をきれいにする

にさんかたんそ

さんそ

すな

人に安らぎとうるおいをあたえる

木材を生産する

洪水を防ぐ
ふせこうずい きゅうしゅう

野生生物のすみかになる

豊かな海をつくる
津波を防ぐ

ふせつ なみ

　森林は、さまざまな働
はたら

きで私たちの生活を支
ささ

えています。

　森林があるおかげで、私たちは、安全で快
かい

適
てき

にくらすことができます。

　適
てき

切
せつ

に手入れがされた健
けん

康
こう

な森林は、その働
はたら

きが大きくなります。
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私たちの生活を私たちの生活を支支
さ ささ さ

える森林える森林1 - 31 - 3
①酸

さ ん

素
そ

をつくる・空気をきれいにする

　（二
に

酸
さ ん

化
か

炭
た ん

素
そ

（CO2）の吸
きゅう

収
しゅう

）

　森林は、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の主な原因となっている二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

し、炭
たん

素
そ

としてたくわえ

ることで、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を防ぐ働
はたら

きをしています。また、森林は、酸
さん

素
そ

を作りだしています。

自家用乗用車

1台が

排出する

二酸化炭素

1世帯当たりの

二酸化炭素排出量は
に   さん    か    たん   そ　　はい しゅつりょう

人間一人が

呼吸により

排出する

二酸化炭素

23本 160本 460本

0.2ha 0.5ha

電気・ガスなどの使用

自家用乗用車・ごみからの排出

身のまわりの二酸化炭素の排出量と森林（スギ）の吸収量
  に    さん   か    たん   そ            はいしゅつりょう　　　　　　　　　　　　　　　     きゅうしゅうりょう

年間約 320kg

はいしゅつ

 こ   きゅう

呼吸
  こ   きゅう

排気ガス
はい    き

に    さん   か    たん   そ

CO2 CO2 CO2

資料：林野庁

はいしゅつ

 じ     か    よう じょう よう  しゃ

に    さん   か    たん   そ

年間約 2,300kg 年間約 6,500kg

きゅうしゅう

吸収
きゅうしゅう

吸収
きゅうしゅう

吸収

はい しゅつ
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森林に降った雨のゆくえ

蒸散する15％
根から吸い上げられて

空気中に発散されます。

じょうさん

ふ

じょうはつ

（

蒸発する25％

   ち  ひょう

地表を流れる

25％
地中に入り地下水となって

ゆっくりと流れ出す 35％

（枝や葉、土から蒸発します。）

）

地中に入り地下水となって

ゆっくりと流れ出す 35％

　森林の土の中には、モグラなどの小
しょう

動
どう

物
ぶつ

の通り道や、植物の根がくさった後
あと

などの、

大小さまざまなすき間があります。また、

森林の地
ち

表
ひょう

の土は、落ち葉やかれ枝などが

くさってふわふわのスポンジのような状
じょう

態
たい

になっているため、降
ふ

った雨を吸
きゅう

収
しゅう

して、

ゆっくりと時間をかけて川などに流し出し

ます。この森林の働
はたら

きが、洪
こう

水
ずい

を防
ふせ

ぐほか、

雨が降
ふ

らない時にも川などの水の量
りょう

を一
いっ

定
てい

に保っているのです。

　森林は、木材を生産します。茨城県の北

部では、木材の生産がさかんで、特に八
や

溝
みぞ

地
ち

域
いき

は、代
だい

表
ひょう

的
てき

な林
りん

業
ぎょう

地
ち

帯
たい

です。木材は、

主に住宅や家具の材料、紙の原料などに使

われています。森林は、石油や石炭など使

えばなくなってしまう資
し

源
げん

とちがい、木を

伐
き

ったあとに苗
なえ

木
ぎ

を植
う

え、手入れをして育

てればりっぱな森林にもどるので、くり返

し木材の生産ができます。
原
げん

木
ぼく

市
いち

場
ば

の様子（常陸大宮市）

楮
こうぞ

川
がわ

ダム（水戸市）

②木材を生産する

③水をたくわえる・洪
こ う

水
ず い

を防
ふ せ

ぐ
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　森林内の木の枝
えだ

葉
は

や、落ち葉やかれ枝は、

雨が地面をたたく力をやわらげるため、雨

で地
ち

表
ひょう

がけずられて、土
ど

砂
しゃ

が流れ出るのを

防
ふせ

ぎます。また、森林内の土の中は、木の

根がしっかりと土や石を固
こ

定
てい

しているの

で、山くずれなどの災
さい

害
がい

を防
ふせ

ぎます。

　山くずれには、表
ひょう

土
ど

がくずれるものと、

岩
がん

盤
ばん

からくずれるものがあり、森林が防
ふせ

い

でいるのは、表
ひょう

土
ど

がくずれるものです。表
ひょう

土
ど

がくずれるのは、雨が降
ふ

った時、表
ひょう

土
ど

と

岩
がん

盤
ばん

の境
きょう

界
かい

に雨水が入り込み、すべりやす

くなるためですが、岩
がん

盤
ばん

にまで木の根が

しっかり張
は

っている森林では、表
ひょう

土
ど

がすべりにくくなります。

　茨城県の約 190km にわたる長い海
かい

岸
がん

線
せん

には、強い風や潮
しお

の害から田畑や家を守るクロマ

ツなどの海
かい

岸
がん

林
りん

が整
せい

備
び

されています。木の幹
みき

や枝
えだ

葉
は

が、強い風を弱めるほか、潮
しお

風
かぜ

の中の

砂
すな

や塩
えん

分
ぶん

をとらえるフィルターの働
はたら

きをしています。

　また、海
かい

岸
がん

林
りん

は、津
つ

波
なみ

の力を弱めます。

山くずれを防ぐしくみ

落ち葉・かれ枝

下草など

表土

岩盤

岩や石の割れ目に根が入り込み、

しっかりと固定

根が広く深く張り、土や石を固定

表土と岩盤の境界

は　　　

がんばん

きょうかい

は　　　

がんばん

きょうかい

岩盤

岩や石の割れ目に根が入り込み、

しっかりと固定

根が広く深く張り、土や石を固定

表土と岩盤の境界

ふせ

海岸林の働き
強風・塩害・飛砂・きり・津波のえいきょうをやわらげる

ひ　さ つ  なみ

塩害（潮の害）…塩分を多く含む風により、田畑の土の塩分が増えると農作物がかれてしまいます。

 また、鉄やコンクリートの施設に塩分が付くといたみやすくなります。

　　　　　飛砂… 海岸の砂浜の砂が風によって内陸部に移動することをいいます。

 塩分をふくんだ砂なので、塩害と同じような害があります。

しお

し せつ

ひ   さ　　　　　　　　　すなはま　　すな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い どう　

すな　

かい がんりん はたら

④土
ど

砂
し ゃ

の流出を防
ふ せ

ぐ（山くずれを防
ふ せ

ぐ）

⑤風や砂
す な

を防
ふ せ

ぐ・津
つ

波
な み

を防
ふ せ

ぐ
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⑥人に安らぎとうるおいを与える・野生動物のすみかになる

⑦豊かな海をつくる

　森林には、四
し

季
き

それぞれに美しさがあり、わたしたちを楽しませてくれます。春の新
しん

緑
りょく

の中のハイキングや山
さん

菜
さい

とり、夏にはすずしい森林内でのキャンプ、秋には紅
こう

葉
よう

やきのこ

がりなど、多くの楽しみがあります。また、森林は、多くの野生動物のすみかにもなって

いますので、自
し

然
ぜん

観
かん

察
さつ

をするのもよいでしょう。

　また、近年、森林の持つ「いやし効
こう

果
か

」を科
か

学
がく

的
てき

に解
かい

明
めい

し、心と身体の健康に活かそう

という試み「森林セラピー®」が注目されています。実
じっ

験
けん

などにより「いやし効
こう

果
か

」がみ

とめられた森林は、「森林セラピー基
き

地
ち

®」「森林セラピーロード®」とよばれています。

　養
よう

分
ぶん

を含んだ森の水は、やがて川となって、海に向かって流れます。

　こうして森から海に運ばれた養
よう

分
ぶん

は、海
か い

中
ちゅう

の植物プランクトンを育
はぐく

み、貝や魚などが生

息する豊かな海をつくります。森は海の生き物をも養
やしな

っています。
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森林をつくる森林をつくる1 - 41 - 4

　間
かん

伐
ばつ

とは、生長して混み合ってきた森林を間引く

ことで、残った木に十分な光と養分をあたえて生
せい

長
ちょう

を助け、健全な森林をつくるための作業です。

　大きく生長した樹木を住宅

の建築材料などに利用するた

めに伐
き

り出します。

　すぐれた性
せい

質
しつ

を持つ木から種を採

り、苗
なえ

畑
はた

で２～３年をかけて 40 ～

60cm ぐらいになるまで育てます。

　花
か

粉
ふん

症
しょう

対
たい

策
さく

として、花
か

粉
ふん

の少ない

スギやヒノキの苗
なえ

木
ぎ

も生産されてい

ます。

苗
なえ

木
ぎ

の生産 苗
なえ

木
ぎ

の植
しょく

栽
さい

主
しゅ

　伐
ばつ

60年目

間
かん

　伐
ばつ

15～50年目

　苗
なえ

木
ぎ

が植えやすいように地面を整

えてから、均
きん

等
とう

な間
かん

隔
かく

で苗
なえ

木
ぎ

を植え

ます。主に春に植えます。

１年目
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　植えてから 10 年ぐらいの若
わか

木
ぎ

の

ころになると、周りに自然に生えて

きた木が日光をさえぎるなど、生長

をじゃますることがあります。そこ

で、自然に生えてきた木を伐
き

ってや

ることで、きゅうくつな思いをして

いる若
わか

木
ぎ

を助けてやります。生長が

悪く、ほかの若
わか

木
ぎ

のじゃまになって

いる木も伐
き

ってやります。

　今ある森林は、長い年月をかけて育ちます。森林から伐
き

り出された木材は、住宅や家具

などの材料に利用されます。

　住宅の柱などに使う木材がとれるようになるまでには、木を植えてから約 60 年もの年月が

必要になります。

　森林を大切に育て、伐
き

った木は無
む

駄
だ

なく使うことが大切です。

下草がり・つる切り

つる切り

下草がり

１～10年目

枝打ち

除
じょ

　伐
ばつ

11～30年目

　丸太を加工したときに節
ふし

（枝が幹の中に取

り込まれたもの）の無い材を生産するため、

木が若い時期に下の方の枝を伐
き

り落とします。

　雑草により日光がさえぎられないようにす

るため、夏に１～２回の下草がりや、フジなど

のつるに木がおおわれたり幹
みき

がしめつけられ

たりしないようにするため、つる切りを行いま

す。
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木を木を伐伐
きき

って利用するって利用する～山で働く～山で働く機機
きき

械械
か いか い

たち～たち～1 - 51 - 5

　山の中に道を作る機
き

械
かい

です。ショベル部

分に、伐
き

り倒した木や堀上げた根をつかん

で動かす機能を持たせています。

フォーク収納型

グラップルバケット

　伐
き

り倒した木の枝を伐
き

り落とし、丸太を

一定の長さに切りそろえる機
き

械
かい

です。

プロセッサ

道をつくる

一定の長さに
切りそろえる
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　山から木を伐
き

り出すために、さまざまな機
き

械
かい

が働いています。

　一つの機
き

械
かい

でいくつかの作業を行うことができる機
き

械
かい

を「高
こう

性
せい

能
のう

林
りん

業
ぎょう

機
き

械
かい

」と言います。

山の中で活躍している様子をご紹介します。

　木を伐
き

り倒
たお

し（伐
ばっ

倒
とう

）、枝を伐
き

り落とし、

丸太を一定の長さに切りそろえる（玉切り）

機
き

械
かい

です。

ハーベスタ

　切りそろえた丸太を積みこみ、トラック

まで運ぶ機
き

械
かい

です。

フォワーダ

木を伐
き
る

木を運ぶ
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木材について学ぼう木材について学ぼう1 - 61 - 6
　木材は、断

だん

熱
ねつ

性
せい

が高く、調
ちょう

湿
しつ

作
さ

用
よう

があり、手ざわりがやさ

しく、目に与える刺
し

激
げき

が小さいなど、人に心
ここ

地
ち

よい感
かん

覚
かく

を与

える素
そ

材
ざい

です。

①木材はすごい !!

　木材には、いろいろな効果があります。

　木材は、空気中の湿
しつ

度
ど

が高いときには水分を吸
きゅう

収
しゅう

し、湿
しつ

度
ど

が低い

ときには水分を放出するという調
ちょう

湿
しつ

作
さ

用
よう

をもっています。このため、

木材を建物の内
ない

装
そう

などにたくさん使うと、部屋の中の湿
しつ

度
ど

の変
へん

動
どう

が

小さくなります。

　木材は、無
む

数
すう

の細
さい

胞
ぼう

からなり、そのひとつひとつに空気を含

んでいるため熱を伝えにくく、コンクリートなどに比べて高い

断
だん

熱
ねつ

性
せい

がありまます。木材、ビニールタイル、コンクリートの

床を比べると、木材がもっとも温かみを感じて、足元の冷えを

防いでくれます。

　また、木材は、パイプ状の細
さい

胞
ぼう

が柔
じゅう

軟
なん

に変形してクッション

のような役目をするので、床や壁に木材を上手に使用することは、転
てん

倒
とう

などによるけがの

防
ぼう

止
し

につながります。

　木材は、紫
し

外
がい

線
せん

をよく吸
きゅう

収
しゅう

するため、木材から反
はん

射
しゃ

する光には、

紫
し

外
がい

線
せん

がほとんど含まれていません。紫
し

外
がい

線
せん

の反
はん

射
しゃ

が少なければ、

目に与える刺
し

激
げき

も小さくなることから、木材は、目にやさしい材料

であるといえます。

　また、木材は、音を適度に吸
きゅう

収
しゅう

してまろやかにし、心地よく感じ

る範
はん

囲
い

に調
ちょう

整
せい

してくれます。木材を使った部屋は、「音がいつまでも

響かず適
てき

度
ど

に反
はん

射
しゃ

する」ので、音が聞きやすいといわれています。

引用：林野庁ホームページ

その １ 適
てき

度
ど

な湿
しつ

度
ど

に保つ

その ２ 断
だん

熱
ねつ

性
せい

や衝
しょう

撃
げき

に対する安全性が高い

その 3 目にやさしく、音をまろやかにする

水分水分
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②木材は何に使われている？

　木材は、生活の中のいろいろな場所で使われています。

③どんな木が使われている？

　同じように見えてもいろいろな木が使われています。

ス　　ギ： 建
けん

築
ちく

材
ざい

に使われる。軽く柔らか

いため、加工しやすい。

ヒ　ノ　キ： 高
こう

級
きゅう

な建
けん

築
ちく

材
ざい

に使われる。

特
とく

有
ゆう

の良い香りがある。

アカマツ： 住宅の骨組み（梁
はり

や桁
けた

）に使わ

れる。

ケ　ヤ　キ：建
けん

築
ちく

材
ざい

や家
か

具
ぐ

材
ざい

に使われる。

・燃料　　　・きのこ栽
さ い

培
ば い

・おもちゃ　・箸
は し

・紙　　　　・アロマ　etc

森林の樹木を伐
ばっ

採
さい

伐
き

り出した丸太を集め

て製
せい

材
ざい

工場などに販売

丸太を柱や板などの製
せい

材
ざい

品に加工

製
せい

材
ざい

品を販売

　出荷された木
もく

材
ざい

は、工務店やホームセンターなどへ運ばれ、様々な用途に使われます。

ココ ララ ムム 樹
じ ゅ

木
も く

から木
も く

材
ざ い

になるまで

森林 製
せ い

材
ざ い

工
こ う

場
じょう

木
も く

材
ざ い

市
い ち

場
ば

・問
と ん

屋
や

原
げ ん

木
ぼ く

市
い ち

場
ば

建
物

家か

具ぐ

そ
の
他

そのその１１ そのその２２ そのその３３

スギ

ヒノキ

アカマツ

ケヤキ
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きのこについて学ぼうきのこについて学ぼう1 - 71 - 7

　きのこは、ビールを作るのに使う酵
こう

母
ぼ

や、

味
み

噌
そ

・醤
しょう

油
ゆ

を作るのに使うコウジカビと同

じ、菌
きん

類の仲間です。私たちが目にする「き

のこ」は、菌
きん

類が子
し

孫
そん

を残すために、胞
ほう

子
し

という種のようなものを作るための器
き

官
かん

で、植物の花に似た役
やく

割
わり

をしています。き

のこの本体は「菌
きん

糸
し

」と呼ばれ、地中や木

材、落葉の中で暮らしています。

①きのこって何

②きのこの種類

　日本には、約 5,000 種類ものきのこがあると言われていますが、未
み

知
ち

のものも多く、正
せい

確
かく

な数は分かりません。きのこの仲間には、食用になるものもありますが、よく似た毒き

のこも存在しますので、図
ず

鑑
かん

できのこの名前を調べ、正
せい

確
かく

に食用とわかったもの以外は食

べないようにしましょう。

ウラベニホテイシメジ クサウラベニタケ

毒 !!

オオホウライタケのきのこと菌糸

きのこ 菌
きん

糸
し

食べられるきのこ 食べられないきのこ
かたちが

似ているから

注意
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シイタケ（原
げん

木
ぼく

栽
さい

培
ばい

）

エノキタケ ニオウシメジ

ヒラタケ（菌
きん

床
しょう

栽
さい

培
ばい

）

③栽
さ い

培
ば い

されているきのこ

　食用のきのこには、シイタケやヒラタケなど、栽
さい

培
ばい

され、スーパーなどで売られている

ものがあります。きのこの栽
さい

培
ばい

方法には、木を伐
ばっ

採
さい

して丸太に菌
きん

糸
し

を植え付ける原
げん

木
ぼく

栽
さい

培
ばい

や、おがくずなどをビンや袋に詰めて殺
さっ

菌
きん

し、菌
きん

糸
し

を植え付ける菌
きん

床
しょう

栽
さい

培
ばい

などがあります。

茨城県でも様々なきのこが栽
さい

培
ばい

されています。中には、ヒラタケなど全国上位の生産量を

誇るものもあります。

④研
け ん

究
きゅう

されているきのこ

　きのこの菌
きん

床
しょう

や原
げん

木
ぼく

をビニールハウスのような施
し

設
せつ

の中で栽
さい

培
ばい

する方法を施
し

設
せつ

栽
さい

培
ばい

、林

内などの自然の中で栽
さい

培
ばい

する方法を露
ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

といいます。露
ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

のきのこは、野生のき

のこに近い風味がありますが、発生時期が秋の短期間に限られる欠点もあります。

　そこで、茨城県林
りん

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

センターでは、発生時期が異なるきのこの栽
さい

培
ばい

研
けん

究
きゅう

に取り組ん

でいます。具体的には、秋の終わりから冬にかけて発生するエノキタケや、夏に発生する

ニオウシメジなど、色々な種類のきのこの栽
さい

培
ばい

技
ぎ

術
じゅつ

を研
けん

究
きゅう

しています。


